
４章 4(9)有明海全体 

4-4(9)-20 

 
図 4.4.145  ニベ科仔魚（シログチ、コイチ）およびデンベエシタビラメ仔魚の個

体数密度と採集地点における溶存酸素量との関係 
出典：長崎大学・平成 19～21 年度などより 

 

 
 

図 4.4.146 同所に生息する仔魚の餌生物（カイアシ類）に対する選択性 

出典：長崎大学・平成 19～21 年度などより 

 

ニベ科仔魚の 2007 年～2012 年までの分布密度の推移をみると年々減少傾向にあ

り、特に近年初期減耗が高まっていることがわかる（図 4.4.147）。シログチ成魚

の漁獲量も緩やかな減少傾向を示していたことから、シログチ資源が減少傾向にあ

る可能性が高い。仔魚の輸送経路上に形成される貧酸素水が及ぼす影響、捕食によ

る死亡率の増加、利用可能な餌が不足することによる餓死など、何らかの要因によ

る初期減耗の増大が資源の減少を招いている可能性がある。あるいは成魚の資源量

減少や小型化に伴う産卵量の減少により、仔魚が減少している可能性がある。 

デンベエシタビラメ 
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同様にデンベエシタビラメの分布密度についても減少傾向が認められ、ニベ科に

比べて著しい（図 4.4.148）。デンベエシタビラメは、仔魚期にはまだ扁平な体型

ではなく、浮遊生活を送っている。デンベエシタビラメはシログチとは異なり、成

魚も湾奥部に生息する生活史型である。デンベエシタビラメ仔魚の生息可能な DO

の閾値（3.05mg/L）がニベ科（2.7mg/L）よりも高いと予想されたことから、ニベ

科よりも貧酸素の影響を強く受けやすいことが予想される。さらに、デンベエシタ

ビラメについては生涯、湾奥部に生息することが判明した。そのため、着底後の稚

魚期以降は、湾奥部の底質を含めた底層環境が極めて重要である。 

 

 

 
図 4.4.147  ニベ科仔魚の分布密度（/1000 ㎥）の経年変化 

出典：長崎大学・平成 19～21 年度などより 
 

 

 
図 4.4.148 デンベエシタビラメの分布密度（/1000 ㎥）の経年変化 

出典：長崎大学・平成 19～21 年度などより 

 

 

水産資源の減少要因の一つに有明海生態系構造の変化、すなわち種組成の変化が

挙げられる18）（山口 2013）。有明海ではサメ類が減少し、エイ類が増加した。その

後、有用な貝類への捕食圧が増加した可能性が高い（図 4.4.149）。しかし、2000

年以降、エイ駆除によりサメ・エイ類への漁獲圧が高まったことから、ともに減少

傾向を示している。貝類への食害が指摘されるナルトビエイは、2013 年に新種であ

ったことが報告され19）(White et al. 2013)、これまでに考えられていたような熱

帯を起源とするエイではなく、日本からベトナム沿岸にかけての狭い範囲に生息す

る東アジアの特産種であることが明らかにされたばかりである。エイ駆除ではナル

トビエイに加え、稀少なシロエイ、ヤジリエイなどのアカエイ類やスミツキザメな

どが混獲されている。今後はナルトビエイや希少種に関する科学的知見を蓄積した

上で、各種生物や生態系に配慮した取組が必要となる。 

一方、貝類（二枚貝）を摂食する魚類として、ナルトビエイのほかにアカエイ、

トビエイ等その他のエイ類、ワラスボ、シタビラメ類、クロダイ、コショウダイ、
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フグ類などが存在することも明らかになっている。さらに、ワラスボ、シタビラメ

類等の魚類は栄養段階最上位のサメ・エイ類等に重要な餌として利用されているこ

とから、貝類の動態には当初予想されていたよりも多くの種が直接的かつ間接的に

関与しているものと推察される。また、ナルトビエイの増加要因としては、貝類の

減少に伴う摂餌場所の変化や海水温の上昇に加え、ナルトビエイの捕食者となりう

るシュモクザメなどのサメ類の動向により間接的にもたらされたトップダウン効

果の影響であったことなどが考えられている 18）（山口 2013）。 

 

 

 
図 4.4.149  有明海におけるサメ・エイの漁獲量とエイ･貝類漁獲量 
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② 夏期の赤潮 

有明海における赤潮被害発生件数は 1998 年から 2003 年までは高い傾向であった

が、2005 年以降は横ばいである（図 3.8.9 参照）。2011 年から 2015 年まで海域毎

のデータを整理すると、赤潮はＡ１海域で最も多く発生し、Ａ１海域に隣接するＡ

３海域、および熊本県沿岸であるＡ４でも発生件数が多い（図 4.4.150）。干潟域

であるＡ１海域を除くと、いずれの海域でも5～9月の夏期の赤潮発生件数が多く、

夏期は珪藻のみならず、渦鞭毛藻及びラフィド藻による赤潮発生が多い（図 

4.4.151）。 

赤潮による漁業被害については第３章 8.赤潮に示した。有明海では、夏期にラ

フィド藻などの有害赤潮が頻発している。特に有害な Chattonella 属については、

1998 年、2004 年、2007 年～2010 年にかけて、赤潮発生規模が大きくなっている（図 

4.4.151）。 

 
 

 

図 4.4.150 有明海における海域別赤潮発生件数 

出典：水産庁九州漁業調整事務所「九州海域の赤潮（平成 23～27 年）」

をもとに環境省が作成 
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図 4.4.151 有明海における２種有害赤潮生物の赤潮発生規模の推移 
出典：水産庁九州漁業調整事務所「九州海域の赤潮（昭和 53 年～平成 27年）」

をもとに環境省が整理 

赤潮の発生規模（出現密度と発生期間）を反映するため、以下のように総出現細

胞数を算出した 

総出現細胞数＝赤潮発生期間（日）×最高出現密度（cells/mL） 

当該年に複数回赤潮が発生した場合、発生毎に上記の計算を行って合計した 

 

 

夏期に発生する鞭毛藻赤潮のうち、Chattonella 属や Heterosigma 属の赤潮はＡ１

～Ａ３海域及びＡ６海域では夏期に高密度となる。図 4.4.151 に両属の赤潮発生規

模の経年変化を示した。Chattonella 属による赤潮の発生規模は、1998 年、2004 年、

2007～2010 年及び 2015 年に大きくなっており、どの程度漁獲量の減少に影響を与

えたのか不明であるが、赤潮発生海域では天然魚類のへい死（図 4.4.152）などが

発生している。Heterosigma 属の発生規模は 1995 年、2002 年、2004 年、2011 年及

び 2015 年に大きくなっている。 
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図 4.4.152 有明海において Chattonella 属赤潮発生時に死亡した 

天然コノシロやボラ類 
出典：水産研究・教育機構提供資料 

 

 

ラフィド藻である Chattonella 属や Heterosigma 属は魚類等へ幅広く毒性を示す

ことが既に知られており、天然魚類のへい死はこれら赤潮生物が有する魚毒性によ

って引き起こされている。また天然魚介類はこうした毒性の高い赤潮に遭遇すると

逃避行動をとることが知られている。 

 

有明海ではＡ７海域（島原半島南部および天草海域）において魚類養殖が行われ

ており、Chattonella 属による赤潮発生時は養殖魚のへい死が認められている。2009

年 7 月下旬には赤潮発生時に北風が卓越したため、有明海奥部で発生していた赤潮

が短時間で南下、橘湾へと流出し、4億円を越える漁業被害が発生した（図 4.4.153）。 
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図 4.4.153 有明海・橘湾海域における Chattonella 属栄養細胞分布の経時変化 

出典：有明海沿岸４県による調査結果を水産研究・教育機構が整理した 
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図 4.4.154 2009 年 7 月下旬に観測された有明海表層水の南下減少 

出典： 長崎県提供資料 

 

図 4.4.154 に示したように、2009 年 7 月下旬に橘湾で赤潮が発生した際に、北

風によって有明海湾奥海水は急速に有明海南部に移送されていたことが判明し、有

明海側の赤潮が橘湾に輸送されたことがほぼ解明された20）（Aoki et al. 2015）。 
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c) まとめ 

有明海の魚類の漁獲量は 1987 年をピーク（13,000ｔ台）に減少傾向を示し、1999

年には 6,000t を割り込んでいる。有明海の主要魚種の大半は底生種であり、そう

した種の漁獲量が減少しているが、特にウシノシタ類、ヒラメ、ニベ・グチ類及び

カレイ類の漁獲量は、1980 年代後半から減少を続け、1990 年代後半に過去（1976

年以降）の漁獲統計値の最低を下回っている。 

 

① 魚類等の再生産機構 

有明海の奥部の干潟・河口・浅海域は、多くの魚類等の産卵・成育の場となるな

ど、重要な機能を果たしている。 

有明海の主要な魚類等の減少要因として、貧酸素水塊の発生等の生息環境（底層

環境や仔稚魚の輸送経路、仔稚魚の成育場）の変化と、生息場（特に仔稚魚の成育

場）の縮小などの可能性が挙げられる。 

また、生態系構造の変化により魚類の種組成に変化が生じ、資源として利用され

ている魚類が減少した可能性もある。特に、エイ類については 1990 年代後半から

増加が指摘されており、捕食者であるサメ類の減少や水温上昇の影響がその要因と

して考えられるほか、餌生物を同じくする底生魚類（競合種）の減少を引き起こし

た可能性も考えられる。しかし、2001 年以降エイ類は概ね減少傾向にある。 

その他に考えられる魚類資源の減少要因としては、漁獲圧があげられるが、有明

海において魚類等への漁獲圧が大きく増加したとは考えにくい。 

 

② 夏期の赤潮 

有明海の Chattonella 属赤潮（ラフィド藻の一種）については、1998 年、2004

年、2007～2010 年及び 2015 年に発生規模が大きくなっている。赤潮発生地域では

どの程度漁獲量の減少に影響を与えたのか不明であるが、天然魚類のへい死などが

発生している。2009 年夏においては、有明海湾奥部で発生した赤潮が、橘湾へと流

入する現象が認められ、養殖魚のへい死を生じさせた。 
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（１０）Ｙ１海域（八代海湾奥部） 

 

ア）この海域の特性 

Ｙ１海域(八代海湾奥部)は図 4.4.155 に示すように、八代海奥部に位置している。 

滝川ら(2004)によると、最奥に流入する大野川をはじめとした二級河川が 6河川

流入しており、さらには球磨川からの影響もあり、河川からの影響を大きく受けて

いると考えられる1）。また、この海域の潮流は有明海の影響を受けていると考えら

れている 1)。滝川ら(2004)では、３次元の流動解析の結果、八代海の潮汐変動は有

明海と連動しており 1)、田井ら(2007)によると、八代海の M2潮振幅は有明海の影響

を受けて増加し、逆に有明海では八代海の影響により減少する。有明海の影響は、

八代海湾央部で M2潮振幅の 10％とかなり大きいと考えられている2）。 

滝川ら(2004)によると、水質については、水温が冬期に八代海湾口部より低くな

り、塩分は年間を通じて八代海内で最も低く、年較差が 8psu と大きい。また、栄

養塩類(NH4-N)も季節変動が大きく、濃度も高いと報告している 1)。 

底質については、シルトから極細粒砂が分布している（図 3.5.6）3）。 

貧酸素水塊について、夏期の小潮期に水深 10ｍ以深で溶存酸素量が 2-3mg/L を下

回る場合があることが確認されている4）（熊本県 2014）。 

赤潮について、本海域は 2011～2015 年の赤潮発生件数が 15件である（図 4.4.190

参照）。珪藻類やラフィド藻を主体とした赤潮発生頻度が高い。 

魚類養殖場はほとんど存在しない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4.155 Ｙ１海域位置 
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イ）ベントスの変化 

a) 現状と問題点の特定 

Ｙ１海域では 2004 年以前のベントスのモニタリング結果がなく、1970 年頃と現

在の変化は不明である。2005年以降の約10年間のデータしか得られなかったため、

問題点を特定することは困難であるが、以下のとおり傾向の整理を行った。 

図 4.4.157 に示すように、2005 年以降の全 2調査地点におけるデータから、2地

点のうち Ykm-2 で種類数は環形動物に減少傾向がみられた。全体の出現主要種の推

移をみると、棘皮動物の出現頻度が高くなっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 4.4.156 Ｙ１海域におけるベントス調査地点 

Ykm-1 
Ykm-2 
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 図 4.4.157(1) Ｙ１海域におけるベントスの推移(Ykm-1)  

出典：環境省 有明海・八代海再生フォローアップ調査結果 

有明海・八代海再生重点課題対策調査結果 等 
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図 4.4.157(2) Ｙ１海域におけるベントスの推移(Ykm-2)  
出典：環境省 有明海・八代海再生フォローアップ調査結果 

有明海・八代海再生重点課題対策調査結果 等 
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Ｙ１海域における出現主要種の変遷を

詳細にみると、Ykm-1 では、2005 年から

2008 年までは、主要種のなかで二枚貝類

は多かったが、2009 年以降は紐形動物門

が多くなっている。 

総個体数が多かった 2006 年 8 月及び

2007 年 8 月にはホトトギスガイが多くみ

られた。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4.4.15 (1) Ｙ１海域におけるベントスの出現主要種の推移 

【採取方法】 

船上からスミス・マッキンタイヤ型採泥器（採泥面積 0.05m2）

を用いて表層泥を採取した。採泥回数は 10 回とした。 

 

【主要種の選定方法】 

年ごとに、Ykm-1 において個体数が多い順に 3 種抽出した。

同数の場合は併記した。 

 

【出典】 

環境省 有明海・八代海再生フォローアップ調査結果等より取

りまとめ 

年月 種名 個体数割合

環形動物門 ｹﾔﾘﾑｼ科 26.4%
紐形動物門 紐形動物門 18.2%
環形動物門 ｲﾄｺﾞｶｲ科 12.0%
軟体動物門 二枚貝類 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 62.3%
紐形動物門 紐形動物門 14.0%
環形動物門 Capitella sp. 9.8%
軟体動物門 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 38.4%
軟体動物門 ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 16.9%
環形動物門 Glycinde sp. 10.3%
棘皮動物門 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 8.5%
環形動物門 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ科 8.3%
軟体動物門 ｽｲﾌｶﾞｲ科 8.0%
節足動物門 Corophium sp. 65.4%
環形動物門 ﾊﾎﾞｳｷｺﾞｶｲ科 6.6%
紐形動物門 紐形動物門 3.4%
軟体動物門 二枚貝類 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 87.7%
軟体動物門 二枚貝類 ｱｻﾘ 8.5%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｵﾌｷｶﾞｲ 0.4%
軟体動物門 ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 64.1%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 3.5%
紐形動物門 紐形動物門 3.5%
軟体動物門 ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 14.0%
節足動物門 ﾄﾞﾛﾖｺｴﾋﾞ 12.5%
軟体動物門 二枚貝類 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 12.1%
軟体動物門 ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 14.1%
環形動物門 ﾊﾎﾞｳｷｺﾞｶｲ科 11.0%
環形動物門 Sigambra tentaculata 10.2%
軟体動物門 二枚貝類 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 46.5%
軟体動物門 二枚貝類 ｱｻﾘ 15.7%
環形動物門 Chaetozone sp. 7.9%
軟体動物門 ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 18.2%
棘皮動物門 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 12.5%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 9.5%
環形動物門 ﾊﾎﾞｳｷｺﾞｶｲ科 16.7%
軟体動物門 二枚貝類 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 9.5%
軟体動物門 ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 5.7%
棘皮動物門 ﾅﾏｺ綱 13.8%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 13.1%
環形動物門 ﾊﾎﾞｳｷｺﾞｶｲ科 12.0%
軟体動物門 ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 22.5%
棘皮動物門 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 11.6%
紐形動物門 紐形動物門 10.0%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 10.0%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 22.0%
環形動物門 Sigambra tentaculata 13.6%
紐形動物門 紐形動物門 6.7%
紐形動物門 紐形動物門 10.9%
軟体動物門 ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ 8.4%
環形動物門 Mediomastus sp. 7.7%
棘皮動物門 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 27.5%
棘皮動物門 ﾄｹﾞｲｶﾘﾅﾏｺ 24.9%
紐形動物門 紐形動物門 4.8%

棘皮動物門 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 35.0%
節足動物門 ｸﾋﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ 7.7%
紐形動物門 紐形動物門 6.9%
棘皮動物門 ﾄｹﾞｲｶﾘﾅﾏｺ 28.2%
節足動物門 Ampelisca sp. 10.6%
紐形動物門 紐形動物門 9.4%
環形動物門 Mediomastus sp. 23.8%
紐形動物門 紐形動物門 8.9%
節足動物門 ｸﾋﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ 8.2%
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Ｙ１海域における出現主要種の変遷を

詳細にみると、Ykm-2 では、2005 年から

2009 年までは主要種のなかで軟体動物門

が多くみられたが、2013 年以降は棘皮動

物が多くみられるようになっている。 

総個体数が多かった 2005 年 5 月、2006

年 5 月、同年 8 月及び 2007 年 5 月にはシ

ズクガイ、2007 年 2 月には Corophium sp.

（ドロクダムシ類）が多くみられた。 

なお、汚濁耐性種で強内湾性の海域に

生息できるとされているシズクガイが

2005年から断続的に主要種となっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

表 4.4.15 (2) Ｙ１海域におけるベントスの出現主要種の推移 

【採取方法】 

船上からスミス・マッキンタイヤ型採泥器（採泥面積 0.05m2）

を用いて表層泥を採取した。採泥回数は 10 回とした。 

 

【主要種の選定方法】 

年ごとに、Ykm-1 において個体数が多い順に 3 種抽出した。

同数の場合は併記した。 

 

【出典】 

環境省 有明海・八代海再生フォローアップ調査結果等より取

りまとめ 

 

年月 種名 個体数割合

軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 67.0%
軟体動物門 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ科 8.9%
環形動物門 Nephtys sp. 3.8%
軟体動物門 二枚貝類 ﾁﾘﾊｷﾞｶﾞｲ科 37.3%
軟体動物門 二枚貝類 ﾆﾏｲｶﾞｲ綱 15.4%
軟体動物門 二枚貝類 ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科 4.7%
軟体動物門 二枚貝類 ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科 28.6%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 23.5%
紐形動物門 紐形動物門 6.7%
軟体動物門 二枚貝類 ｲｶﾞｲ科 21.0%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 15.8%
軟体動物門 二枚貝類 Musculista sp. 13.4%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 53.8%
環形動物門 Nephtys sp. 9.0%
軟体動物門 ﾘｿﾂﾎﾞ科 6.4%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 36.7%
軟体動物門 ﾘｿﾂﾎﾞ科 16.9%
軟体動物門 二枚貝類 ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科 11.9%
節足動物門 ｶﾄﾞｿｺｼﾗｴﾋﾞ 12.5%
紐形動物門 紐形動物門 9.6%
軟体動物門 二枚貝類 ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科 8.7%
節足動物門 Corophium sp. 55.9%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 7.5%
軟体動物門 二枚貝類 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 4.5%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 29.7%
軟体動物門 ﾘｿﾂﾎﾞ科 24.9%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 7.4%
節足動物門 Corophium sp. 7.4%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 28.1%
軟体動物門 ﾘｿﾂﾎﾞ科 10.8%
紐形動物門 紐形動物門 10.1%
軟体動物門 Phoronis sp. 29.5%
節足動物門 ｶﾄﾞｿｺｼﾗｴﾋﾞ 9.4%
軟体動物門 二枚貝類 ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科 8.6%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 43.4%
環形動物門 Nephtys sp. 8.2%
紐形動物門 紐形動物門 7.0%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 56.5%
紐形動物門 紐形動物門 6.4%
環形動物門 Nephtys sp. 6.2%
紐形動物門 紐形動物門 10.6%
軟体動物門 二枚貝類 ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科 10.2%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 9.7%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 19.4%
環形動物門 Sigambra tentaculata 10.7%
紐形動物門 紐形動物門 9.9%
紐形動物門 紐形動物門 11.9%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 11.5%
軟体動物門 二枚貝類 ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科 5.9%
紐形動物門 紐形動物門 12.6%
環形動物門 Nephtys sp. 9.6%
棘皮動物門 ﾄｹﾞｲｶﾘﾅﾏｺ 7.4%
棘皮動物門 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 9.1%
軟体動物門 ｹﾎﾞﾘｶﾞｲ属 7.4%
節足動物門 ﾉｺﾊﾞｵｻｶﾞﾆ 7.4%
環形動物門 Heteromastus sp. 27.3%
節足動物門 ﾖｺﾅｶﾞﾓﾄﾞｷ 18.2%
線形動物門 線虫綱 9.1%
節足動物門 ﾄｹﾞｲｶﾘﾅﾏｺ 9.1%
軟体動物門 二枚貝類 ﾁﾘﾊｷﾞｶﾞｲ科 25.7%
節足動物門 ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 11.0%
棘皮動物門 ﾄｹﾞｲｶﾘﾅﾏｺ 8.7%
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b) 要因の考察 

ベントスの生息と密接な関係があるといわれる底質について、2002 年以前のモニ

タリング結果がなく、1970 年頃と現在の変化は不明である。ここでは 2003 年以降

の調査結果から要因の考察を行うこととした。 

全 2調査地点のうち 1地点（Ykm-1）は粘土・シルト分が 30～100％程度で変動し

ていたが2008年以降は100％に近い値で推移しており、底質の泥化傾向がみられた。

他の 1地点（Ykm-2）では粘土・シルト分が 100％に近い値で推移し、単調な泥化傾

向はみられなかった。 

底質の硫化物について、全 2地点で 0.05～0.9mg/g 程度であり、単調な増加・減

少傾向はみられなかった。 

底質の有機物に関して、強熱減量は全 2 地点のうち 1 地点（Ykm-1）で 4～9％程

度であり、増加傾向がみられた。他の 1地点では 7～9％程度であり、単調な増加・

減少傾向はみられなかった。また、COD は全 2 地点で 3～18mg/g 程度であり、増加

傾向がみられた。(図 4.4.158)。 
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図 4.4.158 Ｙ１海域における底質の推移 

（図 4.4.156 Ｙ１海域におけるベントス調査地点と同じ地点） 
出典：環境省 有明海・八代海再生フォローアップ調査結果等より取りまとめ 
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これらの結果から、底質については、本海域では 2003 年以降におけるデータか

ら、全 2地点のうち 1地点で底質の泥化傾向がみられ、他の 1地点では粘土・シル

ト分が 100％に近い値で推移していた。底質の動向とベントスの生息に明確な関係

の有無は確認されなかった。 

 
 

c) その他 

八代海最奥部においては、1964 年に不知火干拓の潮止めが実施された。不知火干

拓が海域に突き出した特殊な地形であることから、同干拓地北部の海域において土

砂堆積が進行している。 



４章 4(10)Ｙ１海域 

4-4(10)-10 

ウ）有用二枚貝の減少 

本海域では、アサリについて、かつては、漁獲がみられたが、現在は減少してい

る。タイラギやサルボウについて、生息に関する情報がほとんどない。 

 

a) アサリ 

① 現状の問題点の特定 

八代海では主にＹ１及びＹ２海域（球磨川河口右岸から宇城市に至る八代海奥部

の干潟）を中心としてアサリの漁獲が認められており、2008 年のＹ１海域では 920 

t に達していた（図 4.4.159）。本海域は河口干潟に属するため、大雨時の淡水流入

による突発的なへい死、台風等による逸散が多い。2011 年の梅雨時期の大雨により

アサリの大量へい死がみられて以降、漁獲量は 20 t 以下で推移するなど低迷して

おり、資源の回復に至っていない。 

 

 
図 4.4.159 八代海Ｙ１海域におけるアサリ漁獲量の推移 

（2005～2015 年熊本県提供資料） 

 

 

② 要因の考察 

資源の回復が見られない要因として、近年は競合生物であるホトトギスガイの大

量発生、エイ類による食害なども指摘されている。本海域のナルトビエイ群に関し

ては、有明海のナルトビエイ群に比較して、大型であることが報告されており、資

源量の減少したアサリ母貝にとって、その捕食圧は無視できない。なお、梅雨時期

の大雨による低塩分水の影響を懸念する声がある。 
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図 4.4.160 熊本県有明海域及び八代海域で捕獲されたナルトビエイの平均体重 

出典： 熊本県提供資料 
 

 

アサリの浮遊幼生の量が低位で推移していると類推される。このような状況の中

で、資源の回復へ寄与する規模の浮遊幼生発生量を確保するために、保護すべき親

貝資源量の把握など、資源の持続的な利用に向けた知見が得られていないことが課

題の一つとして挙げられる。 

底質については、粒径 0.5mm 以上の粒子がアサリ稚貝の着底に適当とされている

（（４）Ａ４海域（有明海中央東部）参照）。2002 年以前の底質のデータがなく、1970

年頃と現在の変化は不明である。2003 年以降のデータから、本海域における全 2調

査地点のうち 1地点で底質の泥化傾向がみられ、他の 1地点では粘土・シルト分が

100％に近い値で推移しているため、有用二枚貝などの水生生物の保全・再生のた

め重要な地点について、底質の改善が有効な場合もあると考えられる。 
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エ）まとめ 

Ｙ１海域（八代海湾奥部）では、問題点として「有用二枚貝の減少」がみられ、

その原因・要因の考察を行った。ベントス（底生生物）について 2005 年以降の約

10 年間のデータしか得られなかったため、問題点の明確な特定には至らなかった。 

なお、「魚類等の変化」及び「ノリ養殖の問題」に関する原因・要因の考察は八

代海全体でまとめて別に記載した（（１５）八代海全体 参照）。 

 

ベントスについては、2004 年以前のデータがなく、1970 年頃と現在の変化は不

明であるが、近年の約 10 年間のデータから傾向の整理を行った。 

具体的には、2005 年以降の全 2調査地点におけるデータから、全 2地点中 1地点

（Ykm-2）で環形動物門の種類数に減少傾向がみられたが、これ以外の分類群及び

他の 1地点での種類数及び個体数は単調な増加・減少傾向がみられなかった。 

 

ベントスの生息と密接な関係があるといわれる底質については、2002 年以前のデ

ータがなく、1970 年頃と現在の変化は不明である。2003 年以降におけるデータか

ら、全 2調査地点のうち 1地点で底質の泥化傾向がみられ、他の 1地点では粘土・

シルト分が 100％に近い値で推移していた。また、本海域では底質の動向とベント

スの生息に明確な関係の有無は確認されなかった。 

・ 底質の泥化（細粒化）については、全 2地点のうち 1地点（Ykm-1）は粘土・

シルト分が 30～100％程度で変動していたが 2008 年以降は 100％に近い値で

推移しており、底質の泥化傾向がみられた。他の 1 地点（Ykm-2）では粘土・

シルト分が 100％に近い値で推移し、単調な泥化傾向はみられなかった。 

・ 底質の硫化物については、全 2 地点で 0.05～0.9mg/g 程度であり、単調な

増加・減少傾向はみられなかった。 

・ 底質の有機物に関して、強熱減量は全 2地点のうち 1地点（Ykm-1）で 4～

9％程度であり、増加傾向がみられた。他の 1地点では 7～9％程度であり、単

調な増加・減少傾向はみられなかった。また、COD は全 2 地点で 3～18mg/g

程度であり、増加傾向がみられた。 

 

 

アサリについては、2008 年以降に漁獲量が減少している。 

アサリの浮遊幼生の量が低位で推移していると類推される。このような状況の中

で、保護すべき親貝資源量の把握など、資源の持続的な利用に向けた知見が得られ

ていないことが課題の一つとして挙げられる。 

底質については、粒径 0.5mm 以上の粒子がアサリ稚貝の着底に適当とされている

（（４）Ａ４海域（有明海中央東部）参照）。2002 年以前の底質のデータがなく、

1970 年頃と現在の変化は不明である。2003 年以降のデータから、本海域における

全 2調査地点のうち 1地点で底質の泥化傾向がみられ、他の 1地点では粘土・シル

ト分が 100％に近い値で推移しているため、有用二枚貝などの水生生物の保全・再

生のため重要な地点について、底質の改善が有効な場合もあると考えられる。 

その他、アサリの減少を引き起こすおそれのある要因の一つとして、エイ類によ

る食害がある。八代海における食害量のデータはないものの、有明海のデータから

その可能性が類推される（有明海に比べ、ナルトビエイが大型であるとの報告があ

る）。 
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（１１）Ｙ２海域（球磨川河口部） 

 

ア）この海域の特性 

Ｙ２海域(球磨川河口部)は図 4.4.161 に示すように、球磨川河口部に位置してい

る。 

本海域は滝川ら(2004)によると球磨川の影響を大きく受けていると考えられる1）。

また、滝川ら(2004)では、この海域の潮流は有明海の影響を受けていると考えられ

ており 1)、３次元の流動解析の結果、八代海の潮汐変動は有明海と連動しており 1)、

田井ら(2007)によると、八代海の M2潮振幅は有明海の影響を受けて増加し、逆に有

明海では八代海の影響により減少する。有明海の影響は、八代海湾央部で M2潮振幅

の 10％とかなり大きいと考えられている2）。 

水質については、滝川ら(2004)、田井ら(2007)は水温が冬期に八代海湾口部より

低くなることを報告しており 1)､2)、滝川ら(2004)は夏期の降雨時には透明度が低く

なること、栄養塩類(NH4-N)の季節変動が大きいことも報告している 1)。 

底質については、シルトから極細粒砂が分布している（図 3.5.6）3）。 

貧酸素水塊について、夏期の小潮期に水深 10ｍ以深で溶存酸素量が 2-3mg/L を下

回る場合があることが確認されている4）（熊本県 2014）。 

赤潮について、本海域は 2011～2015 年の赤潮発生件数が 21 件である（図 4.4.190

参照）。珪藻類やラフィド藻を主体とした赤潮発生頻度が高い。 

八代海と有明海の接続海域を中心に、魚類養殖場やクルマエビ養殖場が存在する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4.161 Ｙ２海域位置 
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イ）ベントスの変化 

a) 現状と問題点の特定 

Ｙ２海域では 2004 年以前のベントスのモニタリング結果がなく、1970 年頃と現

在の変化は不明である。2005年以降の約10年間のデータしか得られなかったため、

問題点を特定することは困難であるが、以下のとおり傾向の整理を行った。 

図 4.4.163 に示すように、2005 年以降の全 1調査地点（Ykm-3）におけるデータ

から、種類数、個体数ともに全ての分類群で経年的に単調な増加・減少傾向はみら

れなかった。全体の主要種に大きな変化はみられなかった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4.162 Ｙ２海域におけるベントス調査地点 

Ykm-3 
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Ｙ２海域における出現主要種の変遷（個体数）をみると、2005 年から 2015 年まで

継続的に環形動物が多い。 
 

図 4.4.163 Ｙ２海域におけるベントスの推移 
出典：環境省 有明海・八代海再生フォローアップ調査結果 

有明海・八代海再生重点課題対策調査結果 等 
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Ｙ２海域における出現主要種の変遷を

詳細にみると、主要種のなかで環形動物門

が多くみられ、2013 年以降は二枚貝類が

みられなくなった。 

総個体数が多かった 2005 年 5 月、2006

年 5 月及び 2007 年 5 月にはシズクガイ、

2007 年 2 月にはホトトギスガイ、2008 年

2 月にはダルマゴカイが多くみられた。 

なお、2009 年までは汚濁耐性種で強内

湾性の海域に生息できるとされているシ

ズクガイも主要種となっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4.4.16 Ｙ２海域におけるベントスの出現主要種の推移 

【採取方法】 

船上からスミス・マッキンタイヤ型採泥器（採泥面積 0.05m2）

を用いて表層泥を採取した。採泥回数は 10 回とした。 

 

【主要種の選定方法】 

年ごとに、Ykm-3 において個体数が多い順に 3 種抽出した。

同数の場合は併記した。 

 

【出典】 

環境省 有明海・八代海再生フォローアップ調査結果等より取

りまとめ 

年月 種名 個体数割合

軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 79.2%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 4.4%
環形動物門 Sigambra tentaculata 2.5%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 27.0%
環形動物門 Heteromastus sp. 10.5%
環形動物門 Sigambra tentaculata 8.0%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 49.1%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 18.9%
環形動物門 Heteromastus sp. 13.2%
環形動物門 M ediomastus sp. 13.2%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 18.8%
節足動物門 ﾎﾞﾄﾞﾄﾘｱ科 6.9%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 6.6%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 64.4%
節足動物門 ｸﾋﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ 4.6%
節足動物門 ﾎﾞﾄﾞﾄﾘｱ科 3.3%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 10.5%
紐形動物門 紐形動物門 9.9%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 9.9%
棘皮動物門 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 8.0%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 13.3%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 9.6%
環形動物門 Sigambra tentaculata 5.3%
環形動物門 Prionospio sp. 5.3%
軟体動物門 二枚貝類 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 37.2%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 16.4%
軟体動物門 二枚貝類 ｹｼﾄﾘｶﾞｲ 6.9%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 37.0%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 19.8%
軟体動物門 ﾘｿﾂﾎﾞ科 4.6%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 36.9%
紐形動物門 紐形動物門 5.7%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 4.6%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 22.9%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 15.2%
紐形動物門 紐形動物門 5.9%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 38.4%
軟体動物門 二枚貝類 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 9.7%
軟体動物門 二枚貝類 ﾆﾏｲｶﾞｲ綱 8.0%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 57.3%
環形動物門 Sigambra tentaculata 6.2%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 5.8%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 20.1%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 15.5%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 9.1%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 16.5%
環形動物門 Sigambra tentaculata 14.3%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 11.2%
節足動物門 ﾎﾞﾄﾞﾄﾘｱ科 14.0%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 7.5%
環形動物門 Sigambra tentaculata 6.4%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 6.4%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 6.4%
紐形動物門 紐形動物門 16.6%
環形動物門 Sigambra tentaculata 11.7%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 7.9%
環形動物門 Heteromastus sp. 13.9%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 10.2%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 7.4%
環形動物門 Heteromastus sp. 34.2%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 26.8%
環形動物門 Sigambra tentaculata 6.6%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 22.3%
環形動物門 Heteromastus sp. 9.4%
環形動物門 Sigambra tentaculata 8.0%
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b) 要因の考察 

ベントスの生息と密接な関係があるといわれる底質について、2002 年以前のモニ

タリング結果がなく、1970 年頃と現在の変化は不明である。ここでは 2003 年以降

の調査結果から要因の考察を行うこととした。 

全 1調査地点で粘土・シルト分は 60～90％程度であり、単調な泥化傾向はみられ

なかった。 

底質の硫化物について、全 1地点で 0.01～0.4mg/g 程度であり、単調な増加・減

少傾向はみられなかった 

底質の有機物に関して、強熱減量は全 1地点で 5～6％程度であり、単調な増加・

減少傾向はみられなかった。また COD は全 1地点で 4～13mg/g 程度であり、増加傾

向がみられた(図 4.4.164)。 

 

これらの結果から、底質については、本海域では 2003 年以降におけるデータか

ら、単調な変化傾向はみられなかった。底質の動向とベントスの生息に明確な関係

の有無は確認されなかった。 
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図 4.4.164 Ｙ２海域における底質の推移 

(図 4.4.162 図 2 Ｙ２海域におけるベントス調査地点と同じ地点)  
出典：環境省 有明海・八代海再生フォローアップ調査結果等より取りまとめ 
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ウ）有用二枚貝の減少 

本海域では、球磨川河口干潟（金剛干潟）などにおいて、タイラギの生息が確認

されている。アサリについて、かつては、漁獲がみられたが、現在は減少している。

サルボウについては、生息に関する情報がほとんどない。 

 

a) アサリ 

① 現状の問題点の特定 

球磨川河口域の干潟を中心としてアサリの漁獲が認められており、2008 年には

520 t に達していた（図 4.4.165）。本海域は河口干潟に属するため、大雨時の淡水

流入による突発的なへい死、台風等による逸散が多い。2011 年の梅雨時期の大雨に

よりアサリの大量へい死がみられて以降、漁獲量は 2～25 t と低迷しており、資源

の回復に至っていない。 

 

 
図 4.4.165 八代海Ｙ２海域におけるアサリ漁獲量の推移 

（2005～2015 年熊本県提供資料） 

 

② 要因の考察 

資源の回復がみられなかった要因として、近年は競合生物であるホトトギスガイ

の大量発生、エイ類による食害なども指摘されている。本海域のナルトビエイ群に

関しては、有明海のナルトビエイ群に比較して、大型であることが報告されており、

資源量の減少したアサリ母貝にとって、その捕食圧は無視できない。なお、梅雨時

期の大雨による低塩分水の影響を懸念する声がある。 

浮遊幼生の量が低位で推移していると類推される。このような状況の中で、資源

の回復へ寄与する規模の浮遊幼生発生量を確保するために、保護すべき親貝資源量

の把握など、資源の持続的な利用に向けた知見が得られていないことが課題の一つ

として挙げられる。 

底質については、粒径 0.5mm 以上の粒子がアサリ稚貝の着底に適当とされている

（（４）Ａ４海域（有明海中央東部）参照）。2002 年以前の底質のデータがなく、1970

年頃と現在の変化は不明である。2003 年以降のデータから、本海域における全 1調
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査地点では単調な泥化傾向はみられないが、アサリ漁場が隣接するＹ１海域の同期

間のデータにおいては海域の一部で泥化がみられるため、有用二枚貝などの水生生

物の保全・再生のため重要な地点について、底質の改善が有効な場合もあると考え

られる。 
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エ）まとめ 

Ｙ２海域（球磨川河口部）では、問題点として「有用二枚貝の減少」がみられ、

その原因・要因の考察を行った。ベントス（底生生物）について 2005 年以降の約

10 年間のデータしか得られなかったため、問題点の明確な特定には至らなかった。 

なお、「魚類等の変化」及び「ノリ養殖の問題」に関する原因・要因の考察は八

代海全体でまとめて別に記載した（（１５）八代海全体 参照）。 

 

ベントスについては、2004 年以前のデータが無く、1970 年頃と現在の変化は不

明であるが、近年の約 10 年間のデータから傾向の整理を行った。 

具体的には、2005 年以降の１地点におけるデータでは、全ての分類群で種類数及

び個体数は経年的に単調な増加・減少傾向がみられなかった。 

 

ベントスの生息と密接な関係があるといわれる底質については、2002 年以前のデ

ータがなく、1970 年頃と現在の変化は不明であり、2003 年以降におけるデータで

は単調な変化傾向はみられなかった。本海域では底質の動向とベントスの生息に明

確な関係の有無は確認されなかった。 

・ 底質の泥化（細粒化）について、全１地点で粘土・シルト分は 60～90％程

度であり、単調な泥化傾向はみられなかった。 

・ 底質の硫化物については、全１地点で 0.01～0.4mg/g 程度であり、単調な

増加・減少傾向はみられなかった。 

・ 底質の有機物に関して、強熱減量は全１地点で 5～6％程度であり、単調な

増加・減少傾向はみられなかった。また COD は全１地点で 4～13mg/g 程度で

あり、増加傾向がみられた。 

 

 

アサリについては、2008 年以降に漁獲量が減少している。 

アサリの浮遊幼生の量が低位で推移していると類推される。このような状況の中

で、保護すべき親貝資源量の把握など、資源の持続的な利用に向けた知見が得られ

ていないことが課題の一つとして挙げられる。 

底質については、粒径 0.5mm 以上の粒子がアサリ稚貝の着底に適当とされている

（（４）Ａ４海域（有明海中央東部）参照）。2002 年以前の底質のデータがなく、1970

年頃と現在の変化は不明である。2003 年以降のデータから、本海域における全 1調

査地点では単調な泥化傾向はみられないが、アサリ漁場が隣接するＹ１海域の同期

間のデータにおいては海域の一部で泥化がみられるため、有用二枚貝などの水生生

物の保全・再生のため重要な地点について、底質の改善が有効な場合もあると考え

られる。 

その他、アサリの減少を引き起こすおそれのある要因の一つとして、エイ類によ

る食害がある。八代海における食害量のデータはないものの、有明海のデータから

その可能性が類推される（有明海に比べ、ナルトビエイが大型であるとの報告があ

る）。 
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（１２）Ｙ３海域（八代海湾央部） 

 

ア）この海域の特性 

Ｙ３海域(八代海湾央部)は図 4.4.166 に示すように、八代海中央に位置し、滝川

ら(2004)、田井ら(2007)によると、流況は球磨川と長島海峡から御所浦島の南側を

通過して入ってくる外海水の影響を受けていると考えられる1）､2）。滝川ら(2004)に

よると水質については、6～8月には梅雨時期の河川からの淡水流入により、表層の

塩分が低下し、密度成層が発達する 1)。 

底質については、シルトから細粒砂が分布している（図 3.5.6）3）。 

貧酸素水塊について、2014 年 8 月に溶存酸素量が 4.0mg/L を下回ったことが観測

されている4）。 

赤潮について、本海域は 2011～2015 年の赤潮発生件数が 13件である（図 4.4.190

参照）。本海域は八代海南部から流入する外洋水と、球磨川河川水の影響を受ける

低塩分水塊の合流点にあたり、常に潮目が発達する。Chattonella属 やCochlodinium
属を主体とした鞭毛藻赤潮が初発して広域に拡大することが多い5）、6）、7）（鬼塚ら 

2011、Aoki et al. 2012、Kim et al. 2004）。 

本海域の中では御所浦島周辺で、マダイ、ブリなどの魚類が養殖されている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4.166 Ｙ３海域位置 
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イ）ベントスの変化 

a) 現状と問題点の特定 

Ｙ３海域では 2004 年以前のベントスのモニタリング結果がなく、1970 年頃と現

在の変化は不明である。2005年以降の約10年間のデータしか得られなかったため、

問題点を特定することは困難であるが、以下のとおり傾向の整理を行った。 

図 4.4.168 に示すように、2005 年以降の全 2調査地点におけるデータから、2地

点のうちYkm-4では種類数、個体数ともに単調な増加・減少傾向はみられなかった。

全体の出現主要種に大きな変化はみられなかった。日和見的で短命な有機汚濁耐性

種（シズクガイ(2013 年まで))が断続的に主要種となっている。Ykm-5 では種類数

は全ての分類群で単調な増加・減少傾向がみられず、個体数ではその他の分類群に

増加傾向がみられた。全体の出現主要種に大きな変化はみられなかった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4.4.167 Ｙ３海域におけるベントス調査地点 

Ykm-4 

Ykm-5 
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図 4.4.168 (1) Ｙ３海域におけるベントスの推移（Ykm-4） 
出典：環境省 有明海・八代海再生フォローアップ調査結果 

有明海・八代海再生重点課題対策調査結果 等 
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Ｙ３海域における出現主要種の変遷をみると、Ykm-4、Ykm-5 ともに継続して環形動

物の出現頻度が高い傾向がみられた。 
 
 

図 4.4.168(2) Ｙ３海域におけるベントスの推移（Ykm-5） 
出典：環境省 有明海・八代海再生フォローアップ調査結果 

有明海・八代海再生重点課題対策調査結果 等 
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Ｙ３海域における出現主要種の変遷を

詳細にみると、Ykm-4 では、主要種のなか

では二枚貝類、環形動物が多くみられ、大

きな変動はみられなかった。 

なお、2013 年までは汚濁耐性種で強内

湾性の海域に生息できるとされているシ

ズクガイも主要種となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4.4.17 (1) Ｙ３海域におけるベントスの出現主要種の推移（Ykm-4） 

【採取方法】 

船上からスミス・マッキンタイヤ型採泥器（採泥面積 0.05m2）

を用いて表層泥を採取した。採泥回数は 10 回とした。 

 

【主要種の選定方法】 

年ごとに、Ykm-4 において個体数が多い順に 3 種抽出した。

同数の場合は併記した。 

 

【出典】 

環境省 有明海・八代海再生フォローアップ調査結果等より取

りまとめ 

年月 種名 個体数割合

軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 13.0%
環形動物門 Sthenolepis sp. 13.0%
環形動物門 Sigambra tentaculata 13.0%
環形動物門 Sthenolepis sp. 23.1%
環形動物門 Heteromastus sp. 15.4%
環形動物門 Sigambra tentaculata 12.8%
環形動物門 Sthenolepis sp. 25.0%
節足動物門 ｶﾄﾞｿｺｼﾗｴﾋﾞ 21.4%
棘皮動物門 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 16.1%
環形動物門 Mediomastus sp. 21.2%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 14.4%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 8.2%
環形動物門 Sigambra tentaculata 17.0%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 17.0%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 15.6%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 15.6%
環形動物門 Sthenolepis sp. 15.6%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 11.1%
棘皮動物門 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 41.3%
環形動物門 Sthenolepis sp. 18.7%
棘皮動物門 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 12.0%
環形動物門 Euchone sp. 22.9%
節足動物門 Corophium sp. 10.8%
軟体動物門 二枚貝類 ｹｼﾄﾘｶﾞｲ 9.5%
環形動物門 Sthenolepis sp. 20.4%
紐形動物門 紐形動物門 10.2%
環形動物門 Nephtys sp. 10.2%
環形動物門 Sigambra tentaculata 9.3%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 7.4%
紐形動物門 紐形動物門 7.4%
環形動物門 Nephtys sp. 7.4%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 7.4%
環形動物門 Scolelepis sp. 7.4%
軟体動物門 二枚貝類 ｹｼﾄﾘｶﾞｲ 19.2%
環形動物門 Sthenolepis sp. 19.2%
環形動物門 Sigambra tentaculata 11.5%
環形動物門 Euchone sp. 41.7%
節足動物門 Corophium sp. 16.6%
環形動物門 Sigambra tentaculata 5.1%
環形動物門 ｲﾄｺﾞｶｲ科 37.5%
軟体動物門 ﾏｷｶﾞｲ綱 12.5%
軟体動物門 二枚貝類 ｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ 12.5%
環形動物門 Sthenolepis sp. 12.5%
環形動物門 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科 12.5%
環形動物門 Heteromastus sp. 12.5%
環形動物門 Sthenolepis sp. 39.3%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 15.5%
節足動物門 ｶｲﾑｼ目 14.3%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 11.7%
環形動物門 Sigambra tentaculata 11.7%
節足動物門 ﾒﾅｼﾋﾟﾝﾉ 11.7%
環形動物門 Sthenolepis sp. 22.6%
軟体動物門 二枚貝類 ｹｼﾄﾘｶﾞｲ 20.9%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 6.8%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 31.5%
環形動物門 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科 9.5%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 8.5%
軟体動物門 二枚貝類 ｷｾﾜﾀｶﾞｲ科 11.7%
軟体動物門 二枚貝類 ﾖｺﾔﾏｷｾﾜﾀｶﾞｲ 10.7%
軟体動物門 二枚貝類 ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ 8.7%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 8.7%
環形動物門 Heteromastus sp. 25.0%
軟体動物門 ｲｶ綱 12.5%
環形動物門 Sigambra tentaculata 12.5%
環形動物門 Prionospio sp. 12.5%
環形動物門 Sigambra tentaculata 15.0%
環形動物門 Heteromastus sp. 10.0%
節足動物門 Armandia sp. 10.0%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 10.0%
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Ｙ３海域における出現主要種の変遷を

詳細にみると、Ykm-5 では、2005 年から

2008 年までは、主要種のなかで節足動物

は多くみられたが、2009 年以降は環形動

物が多くみられる。 

なお、強内湾性の海域や富栄養化域に生

息できるとされているシズクガイが 2005

年から断続的に主要種となっている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4.4.17(2) Ｙ３海域におけるベントスの出現主要種の推移(Ykm-5) 

【採取方法】 

船上からスミス・マッキンタイヤ型採泥器（採泥面積 0.05m2）

を用いて表層泥を採取した。採泥回数は 10 回とした。 

 

【主要種の選定方法】 

年ごとに、Ykm-5 において個体数が多い順に 3 種抽出した。

同数の場合は併記した。 

 

【出典】 

環境省 有明海・八代海再生フォローアップ調査結果等より取

りまとめ 

 

年月 種名 個体数割合

軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 34.4%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 33.1%
環形動物門 Prionospio sp. 9.6%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 25.5%
環形動物門 Terebellides sp. 10.9%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 7.3%
環形動物門 Sthenolepis sp. 25.0%
環形動物門 Magelona sp. 15.9%
棘皮動物門 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 13.6%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 25.0%
環形動物門 Euchone sp. 12.5%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 7.7%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 54.5%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 21.3%
環形動物門 Sigambra tentaculata 3.5%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 22.7%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 12.5%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 9.9%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 14.5%
環形動物門 Sthenolepis sp. 12.0%
環形動物門 Sigambra tentaculata 10.8%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 11.5%
環形動物門 Sigambra tentaculata 11.5%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 10.3%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 27.0%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 21.9%
紐形動物門 紐形動物門 9.0%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 13.2%
環形動物門 Sigambra tentaculata 12.4%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 10.9%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 10.9%
環形動物門 Sthenolepis sp. 20.0%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 11.1%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 8.9%
環形動物門 Euchone sp. 11.8%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 10.7%
軟体動物門 二枚貝類 ﾆﾏｲｶﾞｲ綱 8.7%
軟体動物門 二枚貝類 ｻｸﾗｶﾞｲ属 57.8%
棘皮動物門 ﾅﾏｺ綱 7.1%
環形動物門 Semelangulus sp. 4.5%
軟体動物門 二枚貝類 ﾆｯｺｳｶﾞｲ科 4.5%
環形動物門 Sthenolepis sp. 15.2%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 15.2%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 10.9%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 22.8%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 18.9%
環形動物門 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科 8.7%
環形動物門 Terebellides sp. 25.0%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 10.3%
環形動物門 Sigambra tentaculata 9.6%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 24.1%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 10.8%
環形動物門 Sthenolepis sp. 8.4%
環形動物門 Sigambra tentaculata 12.4%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 8.1%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 8.1%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 32.7%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 9.1%
環形動物門 Sigambra tentaculata 7.3%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 14.3%
紐形動物門 紐形動物門 7.1%
環形動物門 Sigambra tentaculata 7.1%
棘皮動物門 ｶｷｸﾓﾋﾄﾃﾞ 7.1%
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b) 要因の考察 

ベントスの生息と密接な関係があるといわれる底質について、2002 年以前のモニ

タリング結果がなく、1970 年頃と現在の変化は不明である。ここでは 2003 年以降

の調査結果から要因の考察を行うこととした(図 4.4.169)。 

全 2 調査地点のうち 1地点（Ykm-4）は粘土・シルト分が 100％に近い値で推移し、

他の 1地点は 70～90％程度であり、単調な泥化傾向はみられなかった。 

底質の硫化物について、全 2 地点で 0.1～0.4mg/g 程度であり、単調な増加・減

少傾向はみられなかった。 

底質の有機物に関して、強熱減量は全 2地点で 8～12％程度であり、単調な増加・

減少傾向はみられなかった。また、COD は全 2 地点で 7～17mg/g 程度であり、その

うち 1 地点（Ykm-4）で増加傾向がみられ、他の 1 地点では単調な増加・減少傾向

はみられなかった。 

 

これらの結果から、底質については、本海域では 2003 年以降におけるデータで

は単調な変化傾向はみられなかった。底質の動向とベントスの生息に明確な関係の

有無は確認されなかった。 
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図 4.4.169 Ｙ３海域における底質の推移 
(図 4.4.167 Ｙ３海域におけるベントス調査地点と同じ地点)  

出典：環境省 有明海・八代海再生フォローアップ調査結果等より取りまとめ 
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ウ）有用二枚貝の減少 

有用二枚貝については、タイラギやサルボウの生息に関する情報がほとんどない。

アサリはごく小規模な生息が認められるが、資源変動に関する情報が少ない。この

ため、有用二枚貝については、資源量に関する情報がないことから評価は困難であ

る。 
 

 

エ）まとめ 

Ｙ３海域（八代海湾央部）では、ベントス（底生生物）について 2005 年以降の

約 10 年間のデータしか得られなかったため、問題点の明確な特定には至らなかっ

た。 

なお、「魚類等の変化」に関する原因・要因の考察は八代海全体でまとめて別に

記載した（（１５）八代海全体 参照）。 

有用二枚貝については、漁獲がなく、資源量に関する情報がないことから評価は

困難である。 

 

ベントスについては、2004 年以前のデータがなく、1970 年頃と現在の変化は不

明であるが、近年の約 10 年間のデータから傾向の整理を行った。 

具体的には、2005 年以降の全 2 調査地点におけるデータから、2 地点中 1 地点

（Ykm-5）でその他の分類群の個体数に増加傾向がみられたが、これ以外の分類群

及び他の 1 地点での種類数及び個体数は単調な増加・減少傾向がみられなかった。

2005 年以降におけるデータでは、日和見的で短命な有機汚濁耐性種（シズクガイ

(2013 年まで))が断続的に主要種となっている。 

 

ベントスの生息と密接な関係があるといわれる底質については、2002 年以前のデ

ータがなく、1970 年頃と現在の変化は不明であり、2003 年以降におけるデータで

は単調な変化傾向はみられなかった。本海域では底質の動向とベントスの生息に明

確な関係の有無は確認されなかった。 

・ 底質の泥化（細粒化）については、全 2調査地点のうち 1地点（Ykm-4）は

粘土・シルト分が 100％に近い値で推移し、他の 1 地点は 70～90％程度であ

り、単調な泥化傾向はみられなかった。 

・ 底質の硫化物については、全 2地点で 0.1～0.4mg/g 程度であり、単調な増

加・減少傾向はみられなかった。 

・ 底質の有機物に関して、強熱減量は全 2 地点で 8～12％程度であり、単調

な増加・減少傾向はみられなかった。また、COD は全 2地点で 7～17mg/g 程度

であり、そのうち 1地点（Ykm-4）で増加傾向がみられ、他の 1地点では単調

な増加・減少傾向はみられなかった。 
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（１３）Ｙ４海域（八代海湾口東部） 

 

ア）この海域の特性 

Ｙ４海域(八代海湾口東部)は図 4.4.170 に示すように、八代海湾口の黒之瀬戸で

東シナ海に接している海域である。村上ら(2004)によると、黒之瀬戸を通じた東シ

ナ海との海水交換は比較的少なく、獅子島の北側では西方向、南側では東方向の平

均流が発達している1)。 

水質については、滝川ら(2004)、田井ら(2007)によると、水温が冬期には湾奥部

より高くなり2）､3）、滝川ら(2004)は、6～8月の梅雨時期において河川からの淡水流

入の影響により表層の塩分が低くなることを報告している 2)。 

増田ら(2011)によると、底質は砂泥質である4）。 

貧酸素水塊については、1989 年以降、3.0mg/L 以下の溶存酸素量が 4回、2.0mg/L

以下の溶存酸素量が 1回観測されている（3章 6.貧酸素水塊）。 

赤潮について、本海域は 2011～2015 年の赤潮発生件数が 11 件である（図 

4.4.190）。本海域は八代海南部で東シナ海の外洋水の影響を受けやすい。ここを初

発とする赤潮発生頻度は低いが、Ｙ３海域から赤潮水塊が養殖場へ流入し、甚大な

漁業被害が発生することが多い5）、6）、7）（鬼塚ら 2011、Aoki et al. 2012、折田ら 2013）。 

獅子島東岸、伊唐島、長島町東岸では、ブリを中心とした養殖が行われている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4.170 Ｙ４海域位置 


